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学校文化と地域社会を接合する民俗芸能
一小笠原諸島における南洋踊りの伝承とその児童による連合運動会でのパフォーマンスを中心に一
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0。 はじめに

昭和52年の学習要領改定 (昭和55年施行)に よって、音楽教育の教材として「郷土の民謡」、「郷土

の音楽」、「郷土の伝統芸能」などいわゆる民俗芸能 (以下で「民俗芸能」の語を用いる場合にはこれ

ら3種類を含める1)の導入がはかられた (松永 1982:71)。 これを機に、音楽学・音楽教育学では民

俗芸能の教材化に関する論議が盛んに行なわれるようになった。その焦点のひとつとなったのが、学

校教育におけるカリキュラム化と、現場での実践を集積する徒弟的学習とのギャップをいかにして埋

めるかであった (伊野 2000)。 当初から民俗芸能のもつ総合性を考慮し、「『教材化』という名のもと

に音楽的要素だけを取り出して」のドリル学習には「一教科内の一素材」でしかなく、そうした「分

離学習は全体把握を妨げさらにその一要素もつまらないものにしてしまう。」と警告し、「全体像の把

握、音楽的諸要素の学習そして新しい伝統創造へと発展させるためには学校教育の一環として多面的

調査・研究を行ない、多領域相互交流・共同作業を積み重ねることがまず必要」であるとし、それを

地域社会教育として結実させようといった主張 (岩井 1982:82)もあった。

平成10年 12月改定の学習指導要領においても、音楽科における民俗芸能の指導には重点がおかれて

いる2。 のみならず、「体験的な学習」や「地域の教材や学習環境の積極的な活用」を配慮すべき「総

合的な学習の時間」(文部省 1999a:91)が創設されたことによって、学校での民俗芸能学習はより

総合的なかたちで実現可能になった。すなわち、地域と密着し実践的学習を要する民俗芸能が、学校

全体にまたがる1つ の教科のなかに入り込む余地ができたのである。逆に「地域の人々の協力」と

「全教職員が一体となって指導するなど学校全体としての取り組みが不可欠」(文部省 1999c:52)と

される総合的な学習の時間は、民俗芸能学習に活用されることで極めて意義深いものになる。そのた

めには、学校側は家庭や地域の人々の協力や教育上の連携を深めるための方策について検討する必要

がある。「開かれた学校づくり」は、一方的に家庭や地域に支援を求めるのではなく、相互に横断で

きる関係を築きあげてこそ実現可能になる。

地域との持続可能な相互連携を築くための第一歩として、ここでは学習成果の公開の場を工夫する

ことを提案したい。成果発表をめぐって、「保護者や地域の人々の意向や建設的な意見」 (文部省

1999d:101)を 聞き入れ、次の学習段階で生かすことによって、児童の学習意欲の向上のみならず

地域との信頼関係を深めることが期待される。そのためにも、教科内・学校内での閉じた「発表会」
3

ではなく、地域ぐるみで「学校文化」を支援できる成果披露の場を学校行事のなかに位置づけること
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を検討あるいは再検討する必要があるのではないか。

今回の改訂によって、学校行事は「学校や地域の実態に応じて重点化するとともに行事間の関連や

統合を図るなど工夫し精選して実施すること」とされた (文部省 1999d:4)。 つまり、惰性的・形

式的な行事を改善し、弾力性・融通性に富んだ教育効果の高い指導計画が望ましい (文部省 1999d:

68)と されたのである。また、「学芸的行事や健康安全・体育的行事などを実施する場合には、地域

社会の人々が参観しやすいように、期日などを考慮して計画することも必要」
4(文
部省 1999d:71)

とされており、学校行事を学習成果公開の場として積極的に活用することが促されている。さらに、

指導計画は「各教科、道徳、特別活動の他の内容、総合的な学習の時間などの指導計画と有機的に関

連しあうように作成されなくてはならない」(文部省 1999d:71)と されている。こうしたことから、

民俗芸能の学習成果発表の場として学校行事を活用していくことは望ましいことなのである。

その際、取りあげる民俗芸能自体のもつ特質や地域性を熟慮した計画を立てるべきである。すなわ

ち、民俗芸能の成果発表の場として「平素の学習活動の成果を総合的に生かし、その向上の意欲をいっ

そう高めるような活動を行なうこと」(文部省 1999d:62)と される学芸的な行事のみがふさわしい

とはいえない。儀式的な性格の強い神楽や祝詞に由来する祝福芸の場合は、「学校生活に有意義な変

化や折り目を付け、厳粛で清新な気分を味わい、新しい生活の展開への動機づけとなるような活動を

行なうこと」(文部省 1999d:61)と される儀式的行事に取り入れることも考えられる。また、余興

性の高い民俗芸能の場合は、遠足・集団宿泊的行事での活動に一部を取り入れることもできよう。元

来勤労と結びついていた田植神楽などの民俗芸能は、勤労生産・奉仕的行事と関連づけて行なうこと

も可能である。このように、個々の民俗芸能が従来果たしてきた役割と有機的に関連させることで、

学校行事を「学校文化」
5な らではの学習成果発表の場とすることができる。そのことによって、子

どもたちが学習内容を地域の文化や社会と関係づけ、総合的に理解するための援助ができよう。

以上をふまえて、連合運動会における民俗芸能の学習成果発表によって学校と地域の人々とが連携

を高めている、東京都小笠原村立小笠原小学校の事例を紹介する。小笠原諸島は、東京から約1,000

km(父島まで984h、 母島まで1,033h)に 位置し、全体の人口は2,824人 (平成12年国勢調査速報、

東京都 2001)である。小笠原の「南洋踊り」は、1987年にその踊り歌が「小笠原の民謡」
6と して、

踊りのパフォーマンスが2000年にそれぞれ東京都指定無形民俗文化財 (民俗芸能)に指定されている

(東京都教育庁 1987;2000)。 小笠原小学校は、村立小笠原中学校・都立小笠原高校とともに開催す

る連合運動会に「小学校表現」として、南洋踊りを改編した通称「子ども南洋踊り」を行なっている。

南洋踊りは小笠原の近代史を背景に成立した特異な芸能であるため、民俗芸能としての正統性や芸能

の再構成に関する問題を当初から抱えていた。しかし、小笠原の自然や文化に惹かれて近年移住した

人々の活躍もあって、さまざまなヴァリエーションを生み出しながら地域のアイデンティティを象徴

するものとして「発展」している (小西 2002〔出版予定〕)。「子ども南洋踊り」は、そのヴァリエー

ションのひとつである。小笠原小学校での民俗芸能の実践は、これからの民俗芸能の継承と学校教育、

地域社会とのつながりを考える上で示唆するところが大きい。

以下では、次のように論を進める。まず、小笠原の歴史と文化について概観しその特異性について

整理したうえで、それを背景に成立した伝統芸能・南洋踊りの沿革について述べる。次に、小笠原小

学校で、郷土学習の一環として行なわれてきた郷土の歌の指導に着日したうえで、南洋踊りの学習導

入の経緯およびその過程で起こった改編について述べる。小笠原小学校で伝統芸能が「学校文化」化

され学校行事に組み込まれていったのは、学校と地域との連携がうまくいっていることにもよる。そ

の関係は、連合運動会のプログラム構成の中にも表れていることを指摘する。ところで、小笠原の事
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例で見た地域ぐるみの性格をもった運動会は、学校制度確立期以来、全国で見られた。そこで、近代

以降の運動会の歴史とその受容をふりかえった上で、ほかの地域における体育大会の事例によって今

日の運動会の実態を明らかにし、またその受容について考察することによって、運動会を地域社会と

の横断の場としていくための可能性について述べる。そして最後に、まとめと今後の課題をあげる。

1。 小笠原と南洋踊りの沿革

1。 1 小笠原の歴史と文化
1670年父島に紀州の蜜柑船乗組員が漂着 (山下 1992)する以前、小笠原は無人島であった。江戸

幕府は、1675年領土確認調査のため嶋谷市左衛門らを派遣した (山方 1906:72-79;秋岡 1965)が、

その領有を諸外国に宣言したのは1862年のことである (田保橋 1922;田 中 1973)。 その間、1820年

代半ばには、欧米の捕鯨船や軍艦が水や燃料補給のために寄港するようになり (Dobson 1998)、

1830年にはハワイから25人が移住した。八丈島出身者を中心とする本格的な日本人の入植が開始され

たのは、1877年からである (田中 1997:204-205)。 その10年後には、水産業の発達とともに999人、

さらに10年後の1897年には4,360人 と日本人移民の数は膨れ上がり(津田 1998:11)、 19世紀末には小

笠原居住者の大多数を占めるようになった。

日本人の入植開始とともに、1877年 6歳以上19歳以下の23人の児童生徒を対象に、学校が開校され

た。授業は当初から日本語と英語の併用で行われ、1910年代までにバイリンガル教育が確立されていっ

た(ロ ング 1998:103)。 それとともに、日系移民 2世と同世代の非日系居住者 7と の交流が始まり、

両者で婚姻関係も成立するようになった (犬飼・橋本 1969:64-76)。 日本のミクロネシア (旧南洋

群島)統治支配期 (1914～ 1945年)に は、小笠原は本土との中継地となり、同時にミクロネシアヘの

人口流出や出稼ぎも行われるようになった。島内人口は、1920年までには5,425人、1944ま でに7,711

人となった (津田 1998:11)が、1941年戦時体制下で島民は本土に強制疎開させられた。本土では、

形質の異なる非日系島民に対する差別や「敵」と見誤られての攻撃もあった (2001年 2月、瀬掘エー

ブル、北国ゆう同伴)。

第二次世界大戦終結によリアメリカ統治下におかれた直後は、135人の非日系島民のみが帰島を許

可された。その子女たちは、アメリカからの通信販売で購入した服を身につけ、ラドフォード提督学

校で教育を受けた。彼らは、アメリカの教科書に掲載された日本の零細農民や漁民の姿から、日本は

貧しい国だというイメージをもった
8。 その頃の小笠原では、男子生徒はアメリカ軍人になることを、

女子生徒は軍の看護婦になって水兵と結婚し、アメリカ本土に住むことを夢みていた(犬飼・橋本

1969:85… 87)。 その一方で非日系島民のなかには、第二次世界大戦中に日本軍に入隊した人もおり、

公用語に英語を用いても家庭内では日本語で会話する子どももいた(ロ ング 1998:104-105)。 1950年

代、非日系小笠原島民に貴重な現金収入をもたらしたのは、貨物船の乗組員や近隣のミクロネシア諸

島への出稼ぎであった。出稼ぎ先では、日本統治時代に日本語教育を受けたミクロネシアの人々と日

本語によるコミュニケーションや歌交換も行われた。そうしたなかで、ミクロネシアで1930年代頃か

ら創作されていた学校唱歌調の旋律とリズム、日本語ないし日本語混じりの歌詞からなる歌が、非日

系島民を通じて小笠原にもたらされたのである。これらは、家族や友人に披露されるうち次第に知れ

渡り、後に「小笠原の民謡」と認知された (2001年 2月、瀬掘エーブル、北国ゆう同伴)。

このように、小笠原は非日系、八丈島出身者を中心とする旧世代の日系、戦後本土から渡った新世

代の日系などの人々が移住し混血も進むなかで、多元的・多層的な社会を形成してきた。 1968年の

日本への返還後、父島 0母島 0硫黄島およびその周辺諸島を含めて東京都小笠原村となり、現在に至
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る。本土からの情報がリアルタイムで入るようになったのは、1984年にNHK衛星放送が開始されて
からである。その後の情報化はめざましく、1998年にはインターネット・ユーザーが人口の27.1%、

1999年に開始された携帯電話サーヴィスによって、 3カ 月後には携帯電話の所有率が34。 0%に なった

(前納 2000:3-4)。 返還20周年 (1988)ま でに、次第に小笠原の自然にあこがれて一時滞在あるいは

移住した新々世代の移住者が人口比では優位になり (前納 2000:14-18)、 その一部は政治的発言権

をもち始めた。彼らを中心に、多元性・多層性をよりどころとする小笠原の人々のアイデンティティ

が形成されてきており、その核として近代的な民謡と南洋踊りといった民俗芸能が用いられているの

である。

1。 2 南洋踊りの成立
歴史が浅い小笠原には、創作年代や創始者が不明になるほど古い民謡や民俗芸能はなかった。南洋

踊りの前身は、小笠原生まれの非日系島民であるジョサイア・ ゴンザレス (1899-1935)が もたらし

た「土人踊り」
nでぁった。ゴンザレスは、1920-1930年代に出稼ぎ先のサイパンでこれを覚え、帰島

後の1933年頃に広めた (北国 2002〔出版予定〕)。 これは、日本語混じりの歌に合わせて踊るために、

欧米海軍の軍事訓練をヒントにしてミクロネシア各地で新たに創作された行進踊り
2であった。その

後、小笠原では男性による余興や太神山神社の例祭 (11月 1～ 2日 )の奉納芸として、うたいながら

踊られた。また1938年頃には、青年団による同神社の奉納芝居≪南へ≫の一場面に挿入されたことに

より、日系の男性島民の間にも一層広まっていった
B。
強制疎開から返還まで本土生活を強いられた

日系の小笠原島民は、集会のときにこれを踊ることで遠い故郷をしのんだ。

返還の翌年、美濃部東京都知事歓迎会のために大平・ イーデス・京子 (1921-)ら 女性を含む在住

島民有志や帰島者が集まり、浅沼正之 (1911-1992)の指導のもとで再び小笠原で踊られることになっ

た (FM東京 2000)。 この頃から、次第に男女の踊り手が入り混ざり、現在の「南洋踊り」に近いも

のに様式化していったM。 1981年 5月、東京都が民謡発掘調査 (北国 2002〔出版予定〕)を行なった

ことを受けて、元青年団員を中心に、南洋踊りの伝習と保存を目的とする保存会が結成された (2001

年 2月、高崎喜久雄、北国ゆう同伴)。 そして、1987年「歴史を知るうえで重要であり、文化伝播を

明らかにする有力な学術的資料として貴重である」という理由から、「小笠原の民謡」(南洋踊りに伴

う歌を含む)が、東京都指定無形民俗文化財 (民俗芸能)に指定された (東京都教育庁 1987:55)

のである。

翌1988年の返還20周年記念行事には、無形文化財指定を村民に周知する目的で、実行委員会がカセッ

トテープ『小笠原の民謡」
15を
記念品として村民に無料配布した (2001年 4月、北国ゆう)。 それとと

もに、南洋踊り保存会は新島民にも門戸を広げて再結成された。また、記念行事の一環として東京・

新宿のデパートで開催された小笠原物産展では、保存会は南洋踊りの伴奏にオリジナルの割れ日太鼓

「カカ」を取り入れた (小笠原諸島返還20周年実行委員会記念誌編集室 1989:114)“。以後、南洋踊

りはカカを伴うようになり (2001年 2月、池田望)、 うたいながらの踊りから歌唱に専念する歌い手

をおくという様式変化がおこった。また、この頃までに踊り手の大半を女性が占めるようになった。

南洋踊りは、続く返還25周年、30周年イヴェントはもちろん、平成元年からは年間平均十数回の公演

など、保存会の活発な活動によって島内のみならず本土にも紹介されてきた
r。 1990年代半ば頃から

は保存会会員のうち、在住年数の短い若者の割合も大きくなった
B。 一方、母島在住の小高常義は、

父島と母島とでの微妙な様式の違いを統一するために、高崎による模範ビデオを撮影し上映会を行っ

ている (2001年 2月、高崎喜久雄、北国ゆう同伴)。 このように、近代的な脈絡のなかで成立した南
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洋踊りの保存会活動は、「新参者」向けのカリキュラム (Cf。 福島 1995:48)を活用することにも積

極性を示している。

2.小笠原小学校の学校文化としての郷土の歌と子ども南洋踊りの学習

2.1 小笠原小学校における郷土の歌の学習
小笠原村立小笠原小学校では、自然環境に恵まれ独自の歴史を歩んできた郷土を愛する心を育てる

教育が行われてきた。そのひとつが、町田昌三・大浜勝彦 (両、元教諭)に よる歌集づくりとその指

導であった。たとえば、全143頁ガリ版刷りの『小笠原子ども歌集 1.2集』(大浜・町田 1991)に
は、 1)小笠原で伝承されている歌 (既述の「小笠原の民謡」や南洋踊りの踊り歌を含む)、 2)町

田作詞・大浜作曲のオリジナル曲、 3)1)な いし2)の編曲版など全82曲が収められている。その

大部分が 2)であり、 1)に は日本語の替え歌の歌詞をつけたものもあるD。 町田・大浜は、こうし

た歌集を何種類か作成し、朝礼や学校行事に際して歌唱指導を行った。

2)の うちの 1曲 《アオウミガメの旅》 (作詞・町田昌三、作曲・大浜勝彦)は、両教諭が転任し

た後も、校歌のように機会があればうたわれている (2001年 2月、池田光生)。 その歌詞は、浜辺か

ら旅立つ子ガメに「生きて生きて生きぬいて/どの子もどの子も大きくなって/ま たこの浜に帰って

おいでよ」とうたいかけ、アオウミガメの生息地・小笠原の自然を題材としながら郷土愛をうながす

ものとなっている。旋律は、ハ長調 6/8拍子で I、 Ⅳ、Vの主要三和音伴奏を基本とするもので、
今井智香子編曲によるピアノ伴奏付二部合唱版もある (大浜・町田 1991:140-142)。 また、この曲

は返還30周年記念ビデオ『小笠原島民のあゆんだ30年』(小笠原諸島返還30周年記念事業実行委員会

1998)の テーマソングにも選ばれている。ビデオは、返還30周年記念式典の模様から始まり村民が過

去の体験を語る構成になっており、そのなかで 《アオウミガメの旅》は子ガメを小笠原のメタファー

とし、その将来的発展に希望を託すという政治的な文脈で用いられている。

町田 0大浜は、多少とも1918-1919年に在住したサトウハチローを意識していたと思われる。サト

ウにとって、小笠原は創作の原点であったといわれる。サトウは、その間「島にたった一羽すんでい

たカラス」とも、「丘のバナナ畑で、一日中パイプをくわえていた松葉杖のおじさんとも」仲よくな

り、「ポルトガル人の牧師さんの子どもたち」といっしょに歌をうたい、「それやこれやを、詩の中に

どしどし入れた」(倉田 1983:102)と いう。1994年の平成天皇 0皇后の小笠原行幸に際して開催さ

れた「小笠原郷土芸能の夕べ」
20で は、 《アオウミガメの旅》がサトウハチローの処女作 《小笠原

島》などとともに、小・中学生の二部合唱によって披露された (小笠原村役場 1994、 東京都 1994)。

これらは、厳密には「郷土芸能」とはいえないが、郷土にちなんだ歌としてこのイヴェントにふさわ

しいと判断されたのであろう。このように、小笠原小学校には近代の民俗芸能を実施する素地が整え

られていた。

2.2 南洋踊りから子ども南洋踊リヘ

南洋踊りの基本は、「 レフト、ライト」という掛け声と行進のような手足の動作である。ただし、

この動作は片方の足を体重移動させて踏みこみ、間髪なくもう一方の足を曲げて持ち上げることを交

互に繰り返すものではない。体重移動させた後、膝を曲げてを軽くはずませた勢いで、もう片方の足

を蹴り上げる動作からなるのである。したがって、音楽的には強拍と弱拍を1つ の単位とする2拍子

ではなく、体重移動と蹴り上げの間に短い休拍が入る弾んだ 2拍子となる。この動作を基本に、片方

の足を踏み出しながら回した腕の反動を使って腰をたたく動作、胸の高さまで持ち上げた腕の関節を
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回しながら上半身と顔を少し捻る動作などを組み合わせたもので、踊り手の位置の移動はわずかであ

る。 《ウラメ》、 《夜明け前》、 《ウワドロ》、 《ギダイ》、 《締め踊りの歌》の全 6曲からなる踊り歌

ごとに固有の動作があるが、これらはメドレーで歌われ、各曲のつなぎ目には「レフト、ライト」の

掛け声とともに行進のような動作が挿入される。これらの歌のうち、 《夜明け前》以外は意味不明の

言語による歌詞
aか らなるため、演唱者は歌詞をカタカナに置き換えて丸暗記している。また日本語

による 《夜明け前》の歌詞にも、不自然な表現がふくまれる
22。

歌の旋律は16～ 32小節からなり、 I、

Ⅳ、Vの主要三和音による伴奏が可能である。《ウラメ》や 《夜明け前》のように、 8小節を単位と

する2部形式からなるものもあるが、 《ウワドロ》のように、長く弓|き伸ばしたフレーズの終止音の

あとで、強拍と弱拍が逆転する曲も含まれている。こうした行進の動作、メドレーによる演唱、歌詞

や旋律などの特徴は、日本統治時代にミクロネシアで創作され現在も伝承されている行進踊りと共通

する。また、ヤップ島には 《夜明け前》や 《ウワドロ》をうたえる人や記憶する人たちもいる。

この南洋踊りのパフォーマンスが小笠原学校に導入されたのは、きわめて偶然のことであった。小

笠原小学校では毎年、連合運動会で全学年による集団演技を行っていたが、1991年頃、それまで演技

担当をしていた赤間泰子元教諭が指導に加われなくなった。そこで、石井良則・元教諭が提案した

「児童による南洋踊りの演技」が採択されたのである (2001年 2月 、赤間泰子、北国ゆう同伴)。 石井

は、1983年母島小学校在職時に「南洋踊りの歌」を習い覚えた経験があったが、これを機に磯辺守教

諭とともに、浅沼正之による南洋踊り勉強会に参加した。残りの教諭は、20分の昼休みを使って職員

室でビデオを見ながら練習を始めたが、細部がわからなかったため河野一 (社会福祉協議会)を学

校に招聘して伝習が行なわれた。つまり、「学校教育的な知識の伝達」では不十分だとわかり、「伝統

的稽古法」が導入されたのである (Cf。西郷 1995:128-135)。 しかし、その過程で「少し違って習い

覚えたのが、どうしても改められず…子どもたちに指導」した結果、子ども南洋踊りは南洋踊りをベー

スとしつつも、少し異なるものになった
器
(2001年10月、石井良則)。

児童への指導は、まず町田・大浜による歌唱から始められた。児童がうたえるようになった段階で

ピアノ伴奏付でカセットテープに録音し、それを運動会当日に流して踊ることにした。踊りの指導方

法は、まず 5年生 4人2に既述の返還20周年記念カセットテープ『小笠原の民謡』を使って放課後指

導した後、その模範演技を体育館で見せながら全体学習をするものであった
る
。その結果、児童たち

はテープが流れると自然に身体が動くほど習得できるまでになった。練習の段階では、指導者による

意図的な改編も行なわれた。保存会では横隊で踊るのだが、児童を円形に並ばせて円周に向かって踊

らせたり、男女別に編成したりと隊形にも工夫が試みられた。「戦前は身体をたたく音が遠くまで聞

こえた」と聞いていた石井は、運動会当日には指揮台の上で意識的に身体を強くたたいたり振りつけ

を大きくして踊ったという
26。 こぅした改編を含むことから、町田の提案によって「子ども南洋踊り」

と命名し、発表することになった (2001年 10月、石井良則)。

このように、小笠原小学校では最初から郷土芸能の発表の場として、運動会が意図的に活用された

わけではなかったのだが、当日の「子ども南洋踊り」は地域の人々に好評だった。これに刺激され、

児童の「子ども南洋踊り」に対する学習意欲が高まり、翌年には皆が率先して覚えるようになった

(2001年 10月、石井良則)。 一方、学校側の演出にも、次々と工夫が加えられていった。たとえば、

「バンブー太鼓」の導入があげられる。すでに南洋踊りにカカが定着していたことを受けて、複数の

児童が同時に演奏できる竹製の打楽器を学校で製作したのである。また、踊り歌も録音テープから、

歌唱担当の児童によるマイクを使った歌唱に変わった。手作りの衣装にも工夫が凝らされてきた。導

入期には、女子は赤いハイビスカスの造花を男子はバンダナを頭部につけ、体操着の上にスズランテー
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プで製作した腰みのを着用した。材料は、教諭が東京・浅草の問屋街まで買い付けて揃えた (2001年

10月、石井良則)。 2000年度からは、エコロジー問題を考慮して、腰みのの材料を椰子の葉に変えた。

椰子の葉を集めることから始める衣装づくりには、父兄も協力している。こうした努力の結果、地域

の人からは「毎年やってもあきない」と評され、その年のパフォーマンスは数ケ月間地域の人々に話

題を提供するという (2001年 2月、池田光生)。

ただ、「子ども南洋踊り」への批判の声も全くないわけではない。一部の教諭からは「子ども南洋

踊り」の運動的効果を疑問視する意見が出される (2000年 2月、池田光生)。 また、「子ども南洋踊り」

を覚えた児童が高校生になり、保存会の踊りとの違いに気づいたことから、踊りの「正統性」が問題

にされたこともある27。 これは、連合運動会で子どもたちの演技を観ることによって、地域の人々の

民俗芸能・南洋踊りに対する意識が高まった結果だともいえる。そもそも、学校文化としての「子ど

も南洋踊り」がきわめて短期間に創出されたのは、モデルである南洋踊り自体が近代日本の植民地で

生み出されたためハイブリッドな性格を帯びていたからでもある。「正統性」を主張する保存会の側

も、そのハイブリッド性を認知したうえで、彼らなりの工夫を加えながら南洋踊りを自分たちのもの

として発展させてきた。それゆえ、保存会も学校と対立することなく、教諭のために講習会を開いて

協力している (2001年 2月、高崎喜久雄、北国ゆう同伴)。 このように、運動会という学校行事を通

じて、南洋踊りとそのヴァリエーションは、着実に世代や出自を超えて小笠原の人々に共有されるも

のとなったのである。

2.3 小笠原の連合運動会
「子ども南洋踊り」が広く地域の人々に認知されたのは、そのパフォーマンスの場が連合運動会で

あったことにも因する。小笠原 (父島)の連合運動会は毎年10月 10日前後の日曜日に開催され、幼稚

園・小・中・高校合わせておよそ230人 (う ち平成13年度の小笠原小学校児童数は131人)の幼児児童

生徒が参加する。平成13年度連合運動会 (10月 8日実施予定)プ ログラムは、開会式・閉会式を除く

と、徒競走A(小)B(中、高、一般)、 小学校表現 (小)、 小 (低学年)・ 小 (高学年)・ 中・高それ
ぞれの団体競技、小・中および中・高合同の団体競技、幼児種日、紅白リレーA(小 1～ 4)B(小
5～ 6、 中、高)、 応援合戦 (高 )、 職員対抗リレー予選・決勝 (中、高、一般)、 地域対抗綱引き (一

般)の 16種日から構成されている。団体競技の内容は、ムカデ競争 (中 )、 大玉転がし (小・中)、 綱

引き (中・高)と いったお馴染みの種日、「 /1ヽ笠原ダービー」 C/Jヽ・低)や「だいなまいと」 C/1ヽ・高)"

のような複合的な独自の競技からなる。これらは、一部を除いて学校や学年を超えた縦割りで行われ

る。リレー種目も縦割りで、小学校から高校までが 2つに分かれて実施される。各学校の単独種日は、

幼稚園の「くるくる風車」、小学校の「子ども南洋踊り」、中学校のムカデ競争、高校の応援合戦となっ

ており、中学校の種日以外は表現を重視する内容だと受け取れる。

また、一般参加者による地域対抗綱引きや徒競争、職対リレーが設定されているのも大きな特徴で

ある。「 13年度連合運動会大綱」には、この行事の目的が①各校の身体活動を重視した体育表現の場

とする、②準備 0練習・発表などの活動を通して、児童生徒の自主性・責任感・協調性を育てる、③

応援団を中心に紅白それぞれの結束を図り、対抗意識を持って、相互の力量を高める、④家族、地域

の人々と一日を楽しく過ごすことにより、小笠原島民の一員であることの喜びと自覚を持たせると記

されており、その方針としては①競技に関しては、児童生徒の発達段階を考慮して各校の独自性を生

かす、②村民も参加できて楽しいものにする (小笠原村立小笠原小学校ほか 2001)と ある。つまり、

連合運動会は学習成果発表の場としてだけではなく、地域との交流の場として位置づけられているの



106 小 西 潤 子

である。

このように小笠原では、小学校から高等学校まで連続・一貫して参加できる連合運動会の利点を活

かす縦割りの種日と村民参加種目を多く設けることにより、この学校行事を通じて地域に開かれた学

校づくりが達成されている。また、小笠原を象徴した種目名称である「小笠原ダービー」 K/1ヽ・低)、

「ボニンフットボール」(高)"も含まれている。子どもたちは、連合運動会に参加することによつて、

島民としてのアイデンティティを確立していくことになる。小学校表現の「子ども南洋踊り」は、い

まやその中核を担うものとなっているのである。小学校での 6年間これに参加した児童は、卒業後も

観客であり続ける。長期にわたる参加と鑑賞によって、「子ども南洋踊り」は小笠原の子どもからお

となへと受け継がれ、 1つの学校文化として構築されていく。本土から太平洋で隔絶された小さな島

であること、近代日本を経験したものの1945-1968年のアメリカ統治領時代を経て日本に再編入され

たこと、特殊な多民族社会を築いてきたことなど地域のもつ諸条件から、小笠原ではそれに適応する

学校が求められてきた。地域社会と学校とが相互に横断しつつ、児童生徒の教育環境を整備せざるを

えない事情があったともいえる。連合運動会には、こうした小笠原の独自性が投影されているともい

える。

だが、近代学校教育のなかで成立した運動会は、学校行事のなかでも最も地域と密着した性質をも

ち合わせているともいえる。小笠原のケースに見られる地域学校一体型の運動会は、かつては日本全

国で見られたのである。次に、わが国における運動会の歴史を振りかえることにより、運動会が地域

社会のなかでいかに受容されてきたかを考察したい。

3 運動会と民俗芸能
3。 1 学校行事としての運動会とその受容史
わが国最初の運動会は、イギリスの顧問団団長ダグラス (Arcbald Lucius Douglas,1842-1913)

の提言を受けて、1874年東京・築地の海軍兵学寮で行われた競闘遊戯会だといわれる。その種日は、

走る。投げる・跳ぶといった陸上競技的なものと、豚追い競争のような遊戯的なものから成り立って

いた。平田によると、これらの種日はヴァージニア州ウイリアムズバーグで、イギリス軍人の守護聖

人といわれるセント・ ジョージの祝祭日で行われた種日と重なるという (平田 1999:86-96)。 その

後、札幌農学校で「力芸」、東京大学で「運動会」と称するエリートによるアマチュア0ス ポーツ競技

会が開催された。

こうした競技中心のスポーッ大会は、そのまま日本全国の小学校に普及したわけではなかった。小

学校の運動会は、1886年 4月 に公布された「小学校令」によって、尋常小学校と高等小学校で体操が

必須学科になってから実施されるようになった。初期の運動会は、各学校の児童 0生徒が「遠足行軍」

して近隣の野原・浜辺・神社境内 0練兵場などに集まり、体操種目を中心に軍事教練的種日、競走的

種日、遊戯競争的種目 (平田 1999:99‐ 103)を行うものであった。学校外での開催には、運動場が

整備されていなかったという事情があった。しかし、こうした運動会では、個々の競技以上に目的地

までの「行軍」が重視されていた。「行軍」とは、子どもたちが隊列を組んで歩くことであり、もち

ろん軍隊から借用されたものである。行軍の重視は、明治国家が軍事と教育の両面で「規律=訓練的

な国民の訓育システム」を整備 (吉見 1999:16-19)し たことを反映する。また、軍事教練的種目が

おこなわれたのは、それを通じて日本の子どもの身体能力を欧米人並みに改造しようとする、初代文

部大臣 0森有礼の意思が働いた結果でもあった (吉見 1999:22-23)。

一方、こうした行政側の思惑とは裏腹に、地域社会において運動会は「村のマツリ」として受容さ
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れていた。それは、1885年の東京府下の師範学校に対する知事からの「運動会 卜号シ…多人数相群リ

酒ヲ飲…等之挙動」をなす者を教員が監視すべきだという通達 (吉見 1999:41-42)か らもうかがえ

る。初期の運動会には、教師や生徒数をはるかに超えた村をあげての見物人が盛装し宴を張りつつ競

技を観覧した。また子どもたちもお祭り気分で楽しんだのであった。1900年代に入ると、校庭で行う

運動会が台頭し、ダンス (舞踊)が種目に加わった。その分、競技的種目として徒競争のみが残され

た (平田 1999:99-106)。 就学児童数が増加した大正期にはいると、各学校ごとの単独運動会が増加

した。この頃には、オルガン伴奏による唱歌遊戯やリズムダンスが多く登場するようになった (平田

1999:108-112)。 たとえば、「桃太郎」「牛若丸」「日の丸」「おもちゃのマーチ」などの唱歌に振り付

けを加えたものや、「バーンダンス」「メディシンボール」「ポルカセリーズ」「マスゲーム」のような

リズムダンスがそれにあたる。平田・今林は、種目変化の背景には新教育運動における教材開発やオ

ルガンの普及があると指摘する (平田・今林 198&平田 1999)∞。

それとともに、運動会は日常の労働の疲れをいやす地域社会全体の祭礼的行事として根づいていっ

た。当日には商店も休業し、映画館の楽隊が競技に合わせて演奏したり、校門のそばにはあめやせん

べい、飲み物を売る出店が出るほどの賑わいを見せた。教育雑誌ではこうした傾向に対して、「多額

の予算が費やされ、父兄は家を空にして会場で酒宴にふけり、児童も仮装行列に熱を入れるなど、運

動会本来の趣旨から大きく逸脱してきている」「安息日である休日に運動会が催されている」などさ

まざまな批判が掲載されている (吉見 1999:39-44)。 1930年代後半になってからは、時局を反映し

た遊戯・ダンス種目が増えた。また、「運動会」から「体育会」、「体練大会」「練成大会」と改称する

学校が多くなり、集団的競技、集団美、集団訓練を表現する種目が選定された (平田 1999:118-126)。

こうして運動会は、次第に軍事的色彩を帯びたのであった。

以上のように、近代における学校での運動会の歴史を概観すると、競技、軍事、ダンスとそれぞれ

の時勢を反映させた種目が加わりながら、次第に学校の運動場のなかに収まっていった。それに対し

て、観客は村の祭りの延長上にあるものとして受容していたことがわかった。吉見は、こうした近代

のマツリとしての運動会を「規律=訓練的」な権力と儀礼=祝祭的な権力の接合関係にあるものとと

らえている (吉見 1999:9)。 しかし、この関係は第二次世界大戦勃発によって崩れていき、次第に

国家儀礼として集約されていった。

では、今日の運動会はどのようなプログラムから構成されているのだろうか。次に、大阪府堺市の

ある小学校における運動会の事例をもとに考察する。

3.2 堺市のA小学校における運動会プログラム
A小学校 (児童数600-700人規模)は、大阪府堺市の西区域 (面積28.4kば、人口129,567人、48,735

世帯)にある。この区域全体は、臨海部の工業地、市街地、内陸工業地、農地などからなる。人口は

ゆるやかな減少傾向にあり、一方で高齢化率は全市平均に比べ高いという特徴がある。鉄軌道や幹線

道路が整備されていて、大阪市中心部までのアクセスが鉄道で15分 くらいであることから、近年は農

地が減少し集合住宅や戸建住宅が目立つ。A小学校はこの区域中央部に位置し、周辺には公共施設や

商店街、大型ショッピングセンター、金融機関などが整備されている (堺市 2001)。 平成13年 9月 23

日実施された体育大会では、A小学校は事前に申告した保護者らのみが来校できるよう証明書を発行

した31。

プログラムは、合同体操 (ラ ジオ体操第 1)、 各学年ごとの徒競走、低学年と高学年に分けてのリ

レー、団体競技、団体演技、PTA競技、職員競技の24種日と、番外の子ども会対抗リレーから構成
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されていた。団体競技種日の内容は、紅白玉入れ (1年 )、 だるま運び (2年 )、 綱引き (3年 )、 棒

引き (4年 )、 旗奪 (5年 )、 騎馬戦 (6年 )、 大玉おくり (全学年)か ら構成されていた。綱引きと

旗奪は、前節で見たわが国における初期の運動会 (明治18～ 20年)か ら実施されていた種日である32。

玉入れ、騎馬戦、大玉おくり、およびだるま運びに通じる俵運びは、遊戯競争的種目が多様化した大

正期から現れた種日である (平田・今林 1986;1988)田。このように、A小学校での団体競技種目は、

100年以上にわたって受け継がれてきたもので構成されていた。

一方、各学年の団体演技は体育科 (文部省 1999b)と 音楽科 (文部省 1999a)の 学習目標を考慮

した新しい内容から成り立っていた。すなわち、日本のポピュラー音楽を用いた表現リズム遊び的な

もの“やリズ
ムダンスと大きななわとびを組み合わせることで「走・跳の運動」を取り入れたもの

35、

世界のポピュラー音楽に合わせてのフォークダンス (日本の民踊を含む)と リズムダンス36、 西洋の

ポピュラー音楽にあわせて、徒手での運動や人の重さを利用した運動を取り入れた表現運動"、 担当

教諭の笛を使った号令による組み立て体操"が実施された。これらに用いられた音楽は、各学年担当

教諭の判断によって、子どもに親しまれている日本の流行歌やアニメ主題歌、長年日本で親しまれて

きた民俗音楽、リズム感をとらえやすい音楽のなかから選曲されたものと見受けられた。児童以外の

参加種目については、昼食後に教職員競技およびPTA競技が設定されていた。これらがこの時間帯

に設定されたのは、摂食直後の児童に対する健康上の留意からでもあろう。

以上のように、A小学校の運動会のプログラムには「伝統的な」団体競技種日と徒競走、新しい教

育的観点が取り入れられた団体演技種日とがバランスよく、子どもの発達段階に合わせて各学年に配

置されていた。また、子どもの健康と安全、保護者や地域への配慮もなされていた。しかし、個々の

内容にはA小学校の特色が表れていたとはいいがたい面もある。「昼休みを借りて」実施する子ども

会主催の対抗リレー39が唯一の地域ぐるみの種日であるというのも、開かれた学校づくりの実現の困

難さを思わせる。A小学校のみならず、多くの場合、運動会は学校文化の一方的な成果発表にとどまっ

ているのではないだろうか。こうした運動会を観客はどのように受けとめているのであろうか。

3。 3 受容から見る運動会の可能性
平成13年 9月 29日付の『朝日新聞』には、運動会観戦のマナーに関する記事が掲載された (大村

2001)。 その焦点となっていたのが、保護者によるカメラやビデオカメラでの撮影マナーの問題であっ

た。いいアングルをと思うあまりに人の前に立ちつくしたり、撮影に夢中で拍手や声援を行わなかっ

たり、閉会式前に帰宅する保護者の態度が批判されていた。今日の運動会は、もはや集団美や集団的

競技を観戦する場ではなく、ファインダーの中に写ったわが子を記録する場となっている。その目的

が達成されれば儀式的な部分はカットしてもかまわない、という個人主義的な態度が日立つようであ

る。しかし、そうした観客の態度にも運動会のマツリ性への期待が見え隠れしている。先の投稿には、

ほかにも当日午前1時から場所とりをする例、ビールを飲み午後になると昼寝をする父親を批判する

ものも含まれていた。ひとりの39歳の主婦は、「『親にとって子どもの運動会って何 ?』 と考えてしま

いました」と投稿を締めくくっている。これらは、学校行事における親のマナーの悪さを物語るもの

として、多くの賛同を得る意見であろう。ただ、この疑間を投げかけたのは「学校を中心とした文化

交流のもと、みんなと同じでありたいという等質化された価値観」が広がった高度経済成長期 (神谷

2001)に学校時代を過ごした年代の親である点にも注目したい。ここでは、あえて運動会で飲酒行為

が黙認されている現状に、わずかながらも救いを求めたい。なぜなら、マツリにはサケは不可欠であ

り、すでに述べたように運動会の初期から飲酒はつき物であったからである。
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かつて、主体的な観客として参加する立場にあった保護者の一部は、客体化したわが子の身体に冷

たいレンズを差し向ける観察 。記録者になった。だが、行きすぎは見とめられないにせよ、早朝から

の席取りや運動場の一角にシートを敷いて家族で弁当を広げるありさま、ビールを飲みながらの観戦

は、ほかの学校行事では見られない光景だといってよい。これは、まだ受容する側に、近代の運動会

が果たしてきたマツリ性の片鱗が受け継がれているからだといえないだろうか。月ヽ学校の学校行事の

なかで、運動会は休日に設定された「特別な」行事のひとつでありつづけている
40。

今日の日本にお

いて、運動会は村のマツリから学校の管理下におかれた核家族のためのマツリヘと変貌している。し

かし、受容する側が運動会にマツリ性を期待する限り、学校は現代のマツリとしての運動会を演出で

きる可能性をもつ4。 これは、学校側が一方的に学習成果を披露することから、観客の意識をおのず

と巻き込むような投げかけを行なうという姿勢へと転換することによって、実現可能となるのではな

いだろうか。たとえばそこに地域と密着した民俗芸能をとりいれると、さまざまな観点からの反応や

評価がなされ、それをめぐって地域との連携を強められる。それが可能な地域は、学校流にアレンジ

したものを運動会に導入することを検討する余地は十分ある。地域独自の民俗芸能をもたない場合、

学校文化としての新しい民俗芸能的なもの一たとえば、長年にわたって学校内で継承可能なパフォー

マンスーを創出することによって、一歩ずつでも地域と横断する場を築けるかも知れない。

先に見たように、小笠原小学校で「子ども南洋踊り」が創出され、運動会に導入されたのは極めて

偶然の事情によったが、そのことによって民俗芸能・南洋踊り自体も大きく発展することになった。

もちろん、近代的な南洋踊りはもともと学校および運動会と親和的であった。しかし、これが「小笠

原島民」としてのアイデンティティを創造する中心となったのは、多様な民族集団からなる社会の中

で、その構成員として自己を位置づける必要を感じた
42新
参者の方であった。彼らの積極的な活動に

よって、小笠原の芸能は「自分たち」のものへとアレンジされ、創造され続けているのである。学校

文化もそうした新参者に含まれる。小笠原の事例は、学校文化が民俗芸能を創造し地域に投げかける

ことを通じての学校と地域とが横断する可能性を示唆するものである。

4.地域への働きかけの場としての学校行事と民俗芸能学習に向けて

民俗芸能習得のための徒弟制と学校文化は、基本的にかみ合わない。小笠原の事例でも見たように、

「芸能組織の側が伝授の正統性を保証するために必要な主張」 (福島 1995:50)をすることはしばし

ばある。しかし、学校での学習を拒絶すれば、伝統芸能や地域の民俗芸能の担い手や観客の裾野を広

げるのは極めて困難であろう。たとえ「真髄」には至らないものであっても、学校での芸能学習は次

世代の「新参者」やよき観客を生み出す
43のみならず、子どもたちが生涯にわたって音楽に親じむこ

とで「生きる力」へとつながる体験となろう。そして、実際に徒弟的学習と学校での学習が相互干渉

し、混清や部分的代替現象が生じている (福島 1995:48)場合もある。パフォーマンスの場を考え

ると、ある「伝統的」芸能が本来の場ではない舞台で公演されたリカルチャーセンターでデモンスト

レーションされるなど、「学校的」なやり方で行なわれることはしばしばある。その場合、多少なり

とも本来その「伝統的」芸能を再構成し、脱コンテクスト化することになる。一方、近代とともに成

立し構築されてきた「学校文化」に根ざす芸能パフォーマンスが、「伝統的」なコンテクストに回帰

することはない。それゆえに、学校での芸能パフォーマンスは、それ固有のコンテクストの中で硬直

化しがちだったのではないだろうか。

双方の利点を考えた場合、芸能組織や地域の側には「学校文化」固有の芸能をそれ独自のものとし

て認知し批判することが求められ、学校側には内部での実践と披露に満足することなく、学校外にも

109
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学習成果を広く公開しさまざまな声を聞き入れていく努力が求められる。本論では、そのために双方

が歩み寄るための場として、その芸能にふさわしい学校行事を活用していくべきだと述べた。その実

践例として、小笠原の連合運動会と子ども南洋踊りの例をあげて考察してきた。運動会は、児童生徒

と一体となって応援することで、観客が積極的な参加者となりえる数少ない学校行事である。つまり、

観客は直接の参加者である身内の子どもの身体に自分の身体を重ねて観戦するのである。このように

観る側を引き込む身体感覚は、まさに民俗芸能のパフォーマンスに通じるものである。競技も民俗芸

能も、共同体の儀礼や祭礼のなかに組み込まれたものから、観客と演者とに制度的に分化され (金芳・

松本 1997:37-43)、 さらに今日ではその間にメディアを媒介させるに至った。この流れを止めるこ

と自体は不可能であろうし、学校側が規制を強化すると、ますます学校行事は学校のルールの中で閉

じたものとなる危険性がある。本論では、この問題の解決方法にまで言及できなかった。しかし、情

報化とメディア化の加速化がとまらない時代に育つ子どもにとってこそ、身体を動かすことを通じて

地域と接点を持つ体験の場は、きわめて重要であることは明らかである。こうした子どもたちの成長

を援助するためにも、学校には地域から学ぶだけでなく、地域へと働きかけることが求められている

のである。
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映像・音源資料

FM東京 (2000)「Musicbird special:月 笠ヽ原―リンクする歌の島」(10月 15日放送).
KYON(1999)『A Planet BOnin:Bonin creole world music』 BRCH-10002 Astronotes Star
lnc.

小笠原諸島返還30周年記念事業実行委員会 (1998)『小笠原島民のあゆんだ30年』(VHSビデオ30分 )。
Ring Links(1999)『 小笠原古謡集』CXCA-1049 MIDI Creative.

シーサーズ (1996)『桑木の下で一びる』MR1001 満i月 レコード.
ユキヒロミ (1999)『ハカラメ』CRCIM-40062 日本クラウン.

「民謡」「音楽」「伝統芸能」の内容については、本来は厳密な定義づけが必要である。本論では

その煩瑣を避け、ひとくくりにする。

小学校の歌唱教材として地方に伝承されているわらべうたや民謡 (文部省 1999a:112)、 中学

校の表現教材として「郷土の民謡」を取り扱う (文部省 1999a:102)と されている。また、

「郷土の音楽」ないし「郷土の伝統音楽」は、小学校第 3・ 4学年および中学校の鑑賞教材として

取り扱うものとされ (文部省 1999a:103,108)、 選択教科としての「音楽」では「郷土の伝統

芸能など地域の特質を生かした学習、表現の能力を補充的に高める学習」を工夫して取り扱うも

のとされる (文部省 1999a:77)。

音楽教育の立場から加藤は、「横断的・総合的学習」の時間にふさわしいものの一例として、「も

ともと総合的な性格をもつ「祭りの音楽」をあげている (加藤 1997:20)。 その学習計画として

は、①自分たちが住む町や村には、どのようなお祭りがあるか話し合い、その中から音楽や踊り

が活躍しているお祭りを選ぶ、②選んだお祭りについて、グループごとにテーマを決めて調べる

計画をたてる、③お祭りに携っている人々、家族、近所の人々などに話を聞いて調べる、④実際

のお祭りの本番に出かけ、調べたことを確かめる、⑤グループごとに調べたテーマをまとめる、
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こ
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⑥発表会を開催し、まとめの文集を作成することを提案している (加藤 1997:112-113)。 しか

し、この発表会のあり方にまでは言及していない。

すべての学校行事の期日を家庭や地域に配慮して設定することは不可能である。総務省統計局統

計センターによれば、平成13年 7月 における就業者数は6,452万人 (男3,798、 女2,655)と され、

その主な産業別就業者数は農林業319万人、建設業629万人、製造業1,288万人、運輸・通信業419

万人、卸売・小売業、飲食店1,490万人、サービス業1,745万人である (総務省統計局統計センター

2001)。 平日の学校行事への参加が見込まれるのは、全体の4.9%にあたる農林業 (農閑期に限る)

のみである。それゆえ、行事間の統合を図って内容を充実させることが必要である。

1960年代後半に職業と教育の関係を研究したアメリカの社会学者ベッカーは、日常的技能とかけ

離れた知識や技能を学習させる学校とは、学校という特殊環境の中での生き延び方を学ぶシステ

ムであり、「学校文化」を再生産する場所である (福島 1995:44-46;Becker 1972:89-105)と

述べた。

「小笠原の民謡」の詳細については、北国 2002(出版予定)および小西 2002(出版予定)を参

照のこと。

小笠原では日系以外の居住者は「欧米系」と通称される。しかし、「欧米系」居住者には太平洋

諸島出身者の子孫も含まれることから、以下では両者を併せて「非日系」と呼ぶことにする。

当時、教鞭をとっていた小笠原愛作 (非日系)が「ユーたちは日本人だ」と言ったところ、子ど

もたちはいっせいに「ノー、ノー」と叫び、泣き出す子もいたという (犬飼・橋本 1969:71,81

-82)。

瀬掘エーブル (1929-)は 、サイパン滞在中に喫茶店で同席したパラオの青年・ ジミーが、日本

語の歌 《パラオの五丁目》《レモン林》《おやどのために》の 3曲をうたうのを聞き覚え、その返

礼に 《小島通いの郵便船》(歌 :青木光一)を披露した。ジミーは沖縄に仕事を探しに行く途中、

サイパンに立ち寄ったという。ジミーの歌は、サイパンのカロリン諸島出身者によるバンドに知

れ渡り、演奏曲目に加えられた (2001年 2月 、瀬堀エーブル、北国ゆう同伴)。

ミクロネシアでは、海軍占領直後から島民学校で (南洋協会南洋群島支部庁 1935:207)、 海軍

撤退後の1922年からは南洋庁の管轄下におかれた修学年数 3年の公学校で、週1回島々の子ども

たちに日本の唱歌が指導された。その際の教材は、日本国内のものと同じ『尋常小学唱歌』

(1911)お よび『新訂尋常小学唱歌』(1932)か ら教材が選択されていた。

この差別的表現を含む名称は現在小笠原では用いられていないが、ここでは歴史的用語として扱

う。

ミクロネシアには、マース (ヤ ップ島)、 マトマトン (パ ラオ)な ど地域によって名称が異なる

類似の行進踊りが伝承されているが、その詳しい起源は不明である。行進踊りとそれ以前の古い

踊りとの様式上の違いは、明らかである。

主役に抜擢された現南洋踊り保存会会長・高崎喜久雄 (1921-)は 、このとき初めて菊地虎彦

(1902-1961)か らこの踊りを伝習された。

指導者・浅沼が日本舞踊をしていたことから、動きの激しさがなくなったとも伝えられる (2000

年 2月、北国ゆう)。

このカセットテープ『小笠原の民謡』の収録曲をもとにした CD 3枚 (Ring Links 1999,

KYON 1999,ユ キヒロミ 1999)が、返還30周年直後に本土のミュージシャンたちによってリリー

スされた。その経緯については、小西 2002(出版予定)で詳しく述べる。

15
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16 創案 0製作したのは、山口県出身の池田望 (1951-)ら であった。1976年に移住し、現・小笠原
村議会副議長を務める池田とその友人は、1984年頃タマナの木 (テ リハボク)製の割れ日太鼓を

創作し、カカと命名した。保存会再結成によって、池田はその頃踊り唄をうたうようにもなって

いた。

17 たとえば、隔年の 5月連体には竹芝桟橋でのイヴェント「島じまん」に参加している。
18 本調査段階で保存会書記を務めていた居住歴 5年の米満明子 (1970-)は 、パフォーマンスを向
上させる目的でパラオとヤップを訪問し、帰島後の会合では歌や踊りのビデオ上映会を開催した

(2001年 2月、米満明子)。

19 たとえば、南洋踊りの踊り歌の一つ 《ウヮドロ》の場合、町田は「ウワドロフィ/イ ッヒヒ/イ
ヒヒ (後略)」 と始まる原語の歌詞を 1番にし、 2番を「メジロの歌/ピ ッピピ/チチチ (後略)」、

3番を「ウグィスのWホ ッホホ/ホ ケキョ (後略)」 という歌詞をつけている (大浜・町田 1991:
21¨ 22)。

20「小笠原郷土芸能の夕べ」では、ほかに保存会による南洋踊り、婦人会による 《レモン林》 《丸

木舟》の斉唱も行われた (小笠原村役場 1994)。 なお、その企画段階では保存会ではなく、後述

のように連合運動会で好評を得た小笠原小学校の児童が「子ども南洋踊り」を出すことも懸案さ

れていた (2001年10月、石井良則)。

21 たとえば、 《ウラメ》の最初のフレーズには、「ウラメウ/ウ ルリイイウメ/エ ファンリイイトゴ/
オシマアアアア」という歌詞がつく。なお、締め踊りの歌 (通称 《アフタイラン》)には、「私
はよく寝ました/昨晩夢を見ました/その時私はたいへんよ/困 りましたがわかりません」という

日本語の歌詞のあと、「アフタイラン/アナダイスリータイム/ヮ ンツースリー/ワ ンツースリー/

アフタイラン/オ ブストップ」という歌詞がついていたが、現在踊るときには前半の歌は省略さ

れている (北国 2000)。

22 たとえば 1番の全歌詞は、「夜明け前に/あなたの夢みて/起きるとみたら/たいへんつかれた」か
らなるが、「起きるとみたら」の部分は、正しい日本語としては「起きてみたら」となるはずで

ある。

23 たとえば、 《ギダイ》で回転する部分については、保存会の踊りでは左回りと右回りを組み合わ
せるが、子ども南洋踊りでは左回りを連続して行なっている (2001年 10月、石井良則)。

24 上部仁、長堀迅、長谷部淳一、赤根郁子 (2001年10月、石井良則)。
25 石井は、高学年になるほど習得が遅かったこと、女子の習得が早かったことを記憶している
(2001年 10月、石井良則)。

26 石井のこの試みは、様式化した「伝統」への挑戦といえる。
27 石井は、しばしば保存会から「保存会の踊りの正統性を主張してほしい」と要望されたという

(2001年 10月、石井良則)。

28「小笠原ダービー」は、二人組みで馬の頭をもち走るリレー、「だいなまいと」は、フラフープで
サッカーボールを二人で転がしてリレーする種目 (2001年10月、矢作利三)。

29 ボニンとは、小笠原諸島の英語名称 Bonin lslandsを意味する。なお、この英語名称の由来に
ついては、田中 (1997)が詳細に述べている。

30 筆者はヤップ島での調査により、このような形態の運動会が日本統治下のミクロネシア各地で行
われていたことと推察している。また、運動会での行軍と行進踊りとの関連性についても、今後

の解明が期待される。
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この来校者規制は、同年に大阪教育大学附属池田小学校で乱入者による児童殺傷事件が起こった

ための措置であり、平常授業日や授業参観日でも同様のことが行われている。

中国伝来とも宗教的儀礼に起源するともいわれる綱引きは、それ以来人気種日として定着した。

それに対して、旗に関する種日は当初「戦争を模した集団競争」という軍事的性格を帯びていた

ため、明治後期には一時実施されなかった (平田・今林 1988:71)。

なお、棒引きの導入期は平田。今林の研究では明らかではない。

「 じゃんけんぴょん」(1年)は小学生に人気のグループ・ ミニモニのヒット曲、「どうしたい !

&RUN! RUN! RUN!」 (2年)は アニメ『ワンピース』の主題歌。
「明日のために今日がある」(4年)は、人気グループ 0嵐のヒット曲。

インド (古典的な声楽曲)、 アメリカ 《オクラホマミクサー》、イスラエル 《マイムマイム》、

ブラジル (サ ンバのリズムによる打楽器アンサンブル)、 日本 《タケオのソーラン節》、ロシア

民謡をメドレーにした「さあ、世界の旅へ」(3年 )

「ラブズゴーンマッド」(5年)

「爆―KIRAMEKI― 」(6年)

この種目の参加者は地域を代表する児童である。

これについては統計的な調査を行なったわけではなく、筆者の個人的な体験によるものである。

学校によっては、これらに学芸的行事がひとつ加わっているかも知れない。

実際、初期の運動会以来行われている綱引きなどの団体競技種日は、マッリを構成する要素とし

て機能しているといえるかも知れない。だが、綱引きの勝敗が何ケ月も地域の人々の話題になる

ことはまず考えられない。

スチュワート・ ホールは、アイデンティティを考える際「われわれは誰なのか」「われわれはど

こからきたのか」についてではなく、われわれは何になることができるのかという主体の動態性

に着目する。そして、アイデンティティは「たえず、変化・変形のプロセスにある」と述べてい

る (ホール 2001:12)。

これは、明治以来の学校教育における洋楽の導入が、わが国での西洋音楽普及に果たしてきた役

割の大きさによっても立証される。また、筆者が16年ほどフィールドヮークを行なっているミク

ロネシアにおいても、日本植民地下での音楽教育の影響がいまだに生き続けている。
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